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　千葉大学教育学部研究紀要（以下「紀要」という）の投稿期限及び提出先は，次のとおりとする。
１－１ 　投稿希望者は，教育学部研究紀要編集委員会が定めた期日までに登載予定原稿の枚数等を所定の投稿申込
書により提出する。
１－２ 　紀要の原稿は，発行する年度の教育学部研究紀要編集委員会が定めた期日までに所定の投稿者チェック
シート等とともに提出する。
１－３ 　提出先は，教育学部研究紀要編集委員会（以下「編集委員会」という）委員長（事務担当：総務係）とする。
１－４　論文の著作権は編集委員会に帰属とする。
１－５　投稿原稿は編集委員会でチェックし，編集の都合に合わせ投稿者に原稿修正を求める。
２　「論文」原稿作成について
２－１ 　原稿は原則として日本語あるいは英語によって作成する。日本語と英語以外の言語による原稿の作成がど
うしても必要な場合は，和文原稿あるいは英文原稿のいずれかに準じた書式とする。
　原稿の種類に関わらず，マージンは，上下左右ともに2.5cm程度とする。ただし，原稿用紙を使用する場
合は，原稿用紙のマージンをもって上記のマージンを満たしているものとする。
　原稿は全て，なみ字体（英語ではローマン体）とし，太字体（ボ－ルド体）や斜字体（イタリック体）等
が必要な箇所は，ハードコピーの原稿に校正記号で指示すること。なお，手書き原稿においては，これに準
じた対応をする。
　和文論文の場合，アルファベットを使用している部分を除き，句読点は，横書きは「，」と「。」，縦書きは
　　「、」と「。」を使用する。
２－２　原則として横書きで作成すること。ただし，特に必要であるときは縦書きで作成することを認める。
２－２－１　横書き原稿の場合
和　文：縦置きＡ４用紙に，できあがり紙面に近い形（２段組み）で原稿を作成する。
　　　　本文は１行25字，１頁27行とし，注や文献は１行46字，１頁40行とする。
英文等：縦置きＡ４用紙に，できあがり紙面に近い形（２段組み）で原稿を作成する。
　　　　本文は１行46字，１頁27行とし，注や文献は１行46字，１頁40行とする。
　和文，英文原稿に関わらず，表題，著者名，所属，キーワード及び表題・著者名・所属の関する脚
注は，本文とは別紙として，１段組みで作成する。
　和文，英文原稿に関わらず，和文要旨及び英文要旨はそれぞれ，表紙及び本文とは別紙として用意す
る。
２－２－２　縦書き原稿の場合
和　文：縦置きＡ４用紙に，できあがり紙面に近い形（２段組み）で原稿を作成する。
　　　　本文は１行37字，１頁30行とし，注や文献は１行46字，１頁40行とする。
　表題，著者名，所属，キーワード，及び表題・著者名・所属に関する脚注は，本文とは別紙として，
１段組みで作成する。
　和文要旨及び英文要旨はそれぞれ，表紙及び本文とは別紙として用意する。
２－３　本文，謝辞，引用文献欄は通し番号とする。
２－４ 　引用文献の引用方式及び表記方式は特に定めないが，同一論文中では，同一の引用及び表記方式を用いる。
２－５　図及び表の作成方法
２－５－１ 　図・表は，１枚ずつ別紙に用意し，それぞれの図・表の裏面に，著者名，筆頭著者の所属名と各図・
表番号を明記する。また，本文中には図・表の挿入箇所を明示する。
　図・表は希望する縮尺サイズを明示する。なお，編集の都合上，図表の縮尺サイズの最終決定権は
編集委員会に帰属するものとする。編集上の都合で，著者が希望した以外の縮尺サイズで，図表が掲
載された場合，本件に関して異論のある著者は，初稿で示された段階において，編集委員会に対して
申し出を行い，同委員会と協議して最終縮尺サイズを決定するものとする。
２－６ 　著者が，作成原稿で使用した言語を母語としない場合，著者の責任においてネイティブスピーカーによる
原稿の言語チェックを行うことが望ましい。
２－７　著作権に関わる図・表等を引用する場合は，投稿者の責任において著作権保持者から同意を得る。
２－８ 　その他，原稿の体裁に関わる詳細は，別に定める「千葉大学教育学部研究紀要」投稿原稿様式マニュアル
（以下「マニュアル」という。）に従う。
３　この細則及びマニュアルの改定は，教育学部図書・紀要委員会の議を経るものとする。
　　　附　則
　この細則は，平成28年６月23日から実施する。
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「千葉大学教育学部研究紀要」投稿原稿様式マニュアル
論文課題：和文論文・英文論文にかかわらず，和文タイトルと英文タイトルを必ず用意する。
著者氏名：和文論文・英文論文にかかわらず，日本語と英語を必ず用意する。
　英語での表記は略さず，Family Name, Middle Name（おもちの方のみ），Given Nameの順に記述する
こと。
著者所属：和文論文・英文論文にかかわらず，日本語と英語を必ず用意する。
　教育学部の専任教員及び本学部附属学校教諭であっても，所属を明記する。学生も本人の所属機関，学
部名を記述する。なお，学生は，所属末尾に博士課程，修士課程，学部学生，専攻生，研究生の別を明記
する（社会人の学生は，各自の職場名あるいは学生としての身分のいずれを記述してもよい）。
　在学中の研究に関わる論文にあっては，卒業（修了）後であってもその研究をおこなった時の所属のみ
を記述してもよい。
　所属は必ず主となる所属名を記述（どうしても必要であれば，括弧書きで，その他の所属名を添えても
よい）する。記述にあたっては，学部名あるいはこれに相当するランクの詳細まで記述する。なお，学部
は，Departmentではなく，Facultyとして表記する。英文の所属では，国名を添える。
連絡著者（ Corresponding Author）の明示：二名以上が著者の場合には，必ず連絡著者名を明示すること。連絡先
の明示は義務づけないが，できる限り，メールアドレス等を記述する。
要　　旨： 和文論文は必ず和文要旨を，英文論文は必ず英文要旨と和文要旨を準備する。両要旨共に段落は設けない
こと。
　なお，和文論文に関しても，可能な限り，英文要旨を用意する。
　英文原稿の和文要旨及び和文原稿の英文要旨は下記のような形式で，本文とは別紙に提出する。
　和文要旨は，本文400字以内（句読点は字数に含め，スペース部分は字数に含めない），英文要旨は，本
文300 words以内（カンマ，ピリオド等は字数に含め，スペース部分は字数に含めない）とする。
いずれの場合も，字数，用語数は厳守する。
キーワード ：和文論文，英文論文共に，５語以内のキーワードを，必ず日本語及び英語で準備すること。記述順序は，
重要なワード順とする。
欄外見出し ：和文原稿では和文40字以内，英文原稿では英文50字以内，の欄外見出しを決定し，投稿者の責任におい
て原稿投稿時に提出する。
和文論文作成マニュアル
　和文論文の英文要旨は，英文の論文タイトル・氏名・所属・キーワードを次頁のスタイルに従って作成し，英文の
要旨自体に明示し，本文と別紙として提出する。
　論文本体には，論文タイトル等の英文を一切記入しない。
注： 和文論文においては，英文表記部分（論文タイトル，氏名・所属・キーワード）は，論文本体の末尾に一括して
掲載する（図，表に英文を使用してもよい）。
注： 英文部分は，投稿者の責任において，英語を母国語とする当該分野あるいはこれに順ずる分野の方の英文チェッ
クを受ける（英語を専門とする者及び，これに準じると投稿者が判断する場合は英文校閲の必要はない）。
　別紙の記入例は，仮に，「紀要進造 氏」がミドルネームをもっているとして例示
注： 編集の簡便化のため，句読点，カンマ，ピリオド，スペースの取り方の詳細に注意の上，原稿を作成する。
注： 英文要旨を作成しない場合も，英文の論文タイトル・氏名・所属・キーワードを明示し，本文と別紙として
提出
する。
記入例　［和文の場合］
［１頁目］
日本語でのタイトル
千葉太郎1）・教育　好2）＊・紀要進造1）・教育修子3）
1）千葉大学・教育学部
2）世界教育研究所・環境科学部門
3）千葉大学大学院・教育学研究科・修士課程
参考：博士課程学生は東京学芸大学連合大学院教育学研究科・博士課程
という様式で記述する。
　　　学部生の場合は千葉大学教育学部・学部生という様式で記述する。
　　　研究生の場合は千葉大学教育学部・研究生という様式で記述する。
　　　専攻生の場合は千葉大学教育学部・専攻生という様式で記述する。
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「千葉大学教育学部研究紀要」投稿原稿様式マニュアル
論文課題：和文論文・英文論文にかかわらず，和文タイトルと英文タイトルを必ず用意する。
著者氏名：和文論文・英文論文にかかわらず，日本語と英語を必ず用意する。
　英語での表記は略さず，Family Name, Middle Name（おもちの方のみ），Given Nameの順に記述する
こと。
著者所属：和文論文・英文論文にかかわらず，日本語と英語を必ず用意する。
　教育学部の専任教員及び本学部附属学校教諭であっても，所属を明記する。学生も本人の所属機関，学
部名を記述する。なお，学生は，所属末尾に博士課程，修士課程，学部学生，専攻生，研究生の別を明記
する（社会人の学生は，各自の職場名あるいは学生としての身分のいずれを記述してもよい）。
　在学中の研究に関わる論文にあっては，卒業（修了）後であってもその研究をおこなった時の所属のみ
を記述してもよい。
　所属は必ず主となる所属名を記述（どうしても必要であれば，括弧書きで，その他の所属名を添えても
よい）する。記述にあたっては，学部名あるいはこれに相当するランクの詳細まで記述する。なお，学部
は，Departmentではなく，Facultyとして表記する。英文の所属では，国名を添える。
連絡著者（ Corresponding Author）の明示：二名以上が著者の場合には，必ず連絡著者名を明示すること。連絡先
の明示は義務づけないが，できる限り，メールアドレス等を記述する。
要　　旨： 和文論文は必ず和文要旨を，英文論文は必ず英文要旨と和文要旨を準備する。両要旨共に段落は設けない
こと。
　なお，和文論文に関しても，可能な限り，英文要旨を用意する。
　英文原稿の和文要旨及び和文原稿の英文要旨は下記のような形式で，本文とは別紙に提出する。
　和文要旨は，本文400字以内（句読点は字数に含め，スペース部分は字数に含めない），英文要旨は，本
文300 words以内（カンマ，ピリオド等は字数に含め，スペース部分は字数に含めない）とする。
いずれの場合も，字数，用語数は厳守する。
キーワード ：和文論文，英文論文共に，５語以内のキーワードを，必ず日本語及び英語で準備すること。記述順序は，
重要なワード順とする。
欄外見出し ：和文原稿では和文40字以内，英文原稿では英文50字以内，の欄外見出しを決定し，投稿者の責任におい
て原稿投稿時に提出する。
和文論文作成マニュアル
　和文論文の英文要旨は，英文の論文タイトル・氏名・所属・キーワードを次頁のスタイルに従って作成し，英文の
要旨自体に明示し，本文と別紙として提出する。
　論文本体には，論文タイトル等の英文を一切記入しない。
注： 和文論文においては，英文表記部分（論文タイトル，氏名・所属・キーワード）は，論文本体の末尾に一括して
掲載する（図，表に英文を使用してもよい）。
注： 英文部分は，投稿者の責任において，英語を母国語とする当該分野あるいはこれに順ずる分野の方の英文チェッ
クを受ける（英語を専門とする者及び，これに準じると投稿者が判断する場合は英文校閲の必要はない）。
　別紙の記入例は，仮に，「紀要進造 氏」がミドルネームをもっているとして例示
注： 編集の簡便化のため，句読点，カンマ，ピリオド，スペースの取り方の詳細に注意の上，原稿を作成する。
注： 英文要旨を作成しない場合も，英文の論文タイトル・氏名・所属・キーワードを明示し，本文と別紙として
提出
する。
記入例　［和文の場合］
［１頁目］
日本語でのタイトル
千葉太郎1）・教育　好2）＊・紀要進造1）・教育修子3）
1）千葉大学・教育学部
2）世界教育研究所・環境科学部門
3）千葉大学大学院・教育学研究科・修士課程
参考：博士課程学生は東京学芸大学連合大学院教育学研究科・博士課程
という様式で記述する。
　　　学部生の場合は千葉大学教育学部・学部生という様式で記述する。
　　　研究生の場合は千葉大学教育学部・研究生という様式で記述する。
　　　専攻生の場合は千葉大学教育学部・専攻生という様式で記述する。
要旨（和文，別紙）
キーワード：宇宙・教育・日本・学部・大学
和文本文
＊連絡先著者：E-メールのアドレス等を記述
｛以上．カバー頁（１頁目）｝
［最終頁］
謝辞
引用文献
英文要旨（別紙）
英語でのタイトル
CHIBA Taro1）, KYOIKU Ko2）＊, KIYO R. Shinzo1） and KYOUIKU Shuko3）
1）Faculty of Education, Chiba University, Japan
2）Division of Environmental Science, The Institute of World Education, USA
3）Faculty of Education, Chiba University, Japan; Undergraduate Student
Key Words：Universe, Education, Japan, Faculty, University
Abstract 本文
＊Corresponding author：E-メールアドレス等を記述 
　和文論文の要旨を含み英文表記部分は，和文表記部分と通し頁をうち各論文の末部に一括別紙として掲載する。
　上記氏名中の「R.」はミドルネーム。
注１：英文での氏名の表記は，姓を最初に示し，名を後に表記する。また，姓はすべて大文字で表記する。
注２：千葉大学教育学部の構成員であっても，大学名と学部名（研究科名あるいは附属学校名）を必ず表記する。 
英文論文作成マニュアル
　英文論文の和文要旨は，和文の論文タイトル・氏名・所属・キーワードを次頁のスタイルに従って作成し，和文要
旨自体に明示し，本文と別紙として提出する。
　論文本体には，和文を一切記入しない。
注： 英文論文における和文部分は，紀要の論文頁と研究活動の報告頁の間に要旨専用頁を設け，この部分にすべてを
一括して掲載する。論文本文中は英文のみとする。
注： 英文は，投稿者の責任において，英語を母国語とする当該分野あるいはこれに準ずる分野の方の英文チェックを
受ける（英語を専門とする者及び，これに準じると投稿者が判断する場合は英文校閲の必要はない。）。
　別紙の記入例は，仮に，「紀要進造 氏」がミドルネームをもっているとして例示
注： 編集の簡便化のため，句読点，カンマ，ピリオド，スペースの取り方の詳細に注意の上，原稿を作成する。
記入例　［英文の場合］
［１頁目］
英語でのタイトル
CHIBA Taro1）, KYOIKU Ko2）＊, KIYO R. Shinzo1） and KYOUIKU Shuko3）
1）Faculty of Education, Chiba University, Japan
2）Division of Environmental Science, The Institute of World Education, USA
3）Faculty of Education, Chiba University, Japan; Undergraduate Student
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Key Words：Universe, Education, Japan, Faculty, University
Summary　（別紙）
＊Corresponding author：E-メールアドレス等を記述
以上，カバー頁｛１頁目｝
本文は２頁目からとする。
（最終頁）　
Acknowledgements
References
要旨（和文，別紙）
日本語でのタイトル：
千葉太郎1）・教育　好2）＊・紀要進造1）・教育修子3）
1）千葉大学・教育学部
2）世界教育研究所・環境科学部門
3）千葉大学大学院・教育学研究科・修士課程
1）千葉大学・教育学部
2）世界教育研究所・環境科学部門
キーワード：宇宙・教育・日本・学部・大学
摘要（本文）
＊連絡先著者：E-メールアドレス等を記述 
　上記例示の氏名中の「R.」はミドルネーム。
注１：英文での氏名の表記は，姓を最初に示し，名を後に表記する。また，姓はすべて大文字で表記する。
注２：千葉大学教育学部の構成員であっても，大学名と学部名（研究科名あるいは附属学校名）を必ず表記する。
CD-R・USBメモリ等の提出に関する依頼事項
　原稿は，ハードコピー（１部）とCD-R・USBメモリ等（以下「CD-R等」という。）の両方の方式で提出する。
　なお，イタリック体等の字体に関しては原稿での使用字体や保存形式にかかわらず，ハードコピーに，再度，赤字
で字体等の指示を明記すること。特殊文字や特殊文字を伴う単位についても同様の対応をする。保存は，ハードコ
ピーの出力に対応する保存形式（例：ワード形式での保存など）とテキストファイル形式の２形式を必ず用意する。
　図・表に関しても可能な限り，CD-R等を添えて提出する。CD-R等には，本文とは別途，保存する。
　提出する図・表の裏には，１枚ずつ図・表の番号，所属・氏名等を記入する。
　また，図に関しては，図の説明を１枚にまとめたリガンド専用頁を用意する。CD-R等には，本文，図，
表とは別途，保存する。
　提出CD-Rには，使用OS名，ソフト名を明記する。
　　　（USBメモリ等の場合は，同様の内容についてメモを添付すること。）
注： 通常汎用されているパソコンソフトであれば，いずれを使用して原稿を作成してもよい。ただし，ワープロ専用
機で作成した原稿は読みだせないので，ワープロ専用機を使用する場合は，原稿作成者の責任においてパソコン
対応ソフトに変換することを条件とする。同変換のできない方は，ワープロ専用機での原稿作成は行なわず，パ
ソコン対応ソフトで原稿を作成する。
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「千葉大学教育学部研究紀要」編集・発行要領
第１　この要領は，「千葉大学教育学部研究紀要」（以下「紀要」という。）の投稿及び編集・発行に関し必要な事項を定めたものであ
る。
第２　紀要は，少なくとも各年度１回発行する。
第３　投稿資格者は，教育学部の教授，准教授，講師，助教，特任教員，非常勤講師（当該年度），本学部附属学校副校園長，教諭，
栄養教諭及び養護教諭，日本学術振興会特別研究員（当該年度）とする。ただし，非常勤講師（当該年度），本学部附属学校副校
園長, 教諭, 栄養教諭及び養護教諭，日本学術振興会特別研究員（当該年度）が投稿を希望する場合は，本学部の教授，准教授，
講師，助教のいずれか１名の推薦を付することを条件とする。なお，共同研究者に関しては前記に限らないものとする。
第４　投稿する論文は，次のとおりとする。
　　一　未公刊のものに限る。
　　二　投稿者１人につき１編，刷上り10頁以内とする。ただし，投稿者が経費を研究費等により負担する場合はこの限りではない。
第５　原稿の作成については，別に定める「千葉大学教育学部研究紀要」投稿細則による。
第６　校正，修正及び編集等は，次による。
　　一　提出した原稿は，原則として変更を加えることが出来ない。
　　二　活字，体裁等は，教育学部研究紀要編集委員会（以下「編集委員会」という。）が指定する。
　　三　編集委員会が修正の必要を認めた場合は，投稿者と協議する。
　　四　原稿の掲載順序は，各分野ごとの原稿受付順とする。ただし，同一分野内に縦書き原稿と横書き原稿が混在する場合は，それ
　ぞれの受付順とする。なお，縦書き原稿においては，原稿受付の遅いものから若い通し頁を付する。
　　五　投稿者校正は２回とし，速やかに校正を行うものとする。なお，遅延する時は編集委員会の責任において処理する。
　　六　最終校正は，編集委員が行う。
第７　原則，別刷りについては50部までは本学部研究紀要経費で負担する。なお，50部を越える場合は，投稿者が研究費等で負担する
ことができる。
第８　紀要には，論文の他，編集委員会が必要とするものを掲載する。
第９　紀要に関する庶務は，総務係が担当する。
２　 「千葉大学教育学部研究紀要」投稿原稿様式マニュアル等，紀要の様式に関する詳細は，総務係に用意する。
第10　紀要に掲載された論文の著作権は編集委員会に帰属するものとする。
第11　本編集・発行要領の改訂は，千葉大学教育学部，図書・紀要委員会の議を経る。
　　　附　　則
１． 本要領は，平成16年４月１日から実施する。
２． 第４条第２号に定める研究費等により負担できるものは，次の場合とする。
　　一　頁を超過する場合。
　　二　カラー印刷をする場合。
　　三　２編以上投稿した場合。
３． 編集委員会の委員は，図書・紀要委員会の紀要担当委員をもって充てる。
４． 編集委員会の委員長は，図書・紀要委員長をもって充てる。
　　　附　　則
　この要領は，平成29年６月29日から実施する。
「千葉大学教育学部研究紀要」編集・発行要領
第４条第２号に定める投稿者の経費負担について
１ ．投稿者一人について刷り上がり10頁を超過する場合は，超過した１頁につき，4,000円を当人の研究費（校費）等から負担するも
のとする。
２．カラー印刷によって増加した費用（時価）を,　当人の研究費（校費）等から負担するものとする。
３ ．投稿者一人について２編以上を投稿する場合は，２編目から１編につき，20,000円を当人の研究費（校費）等から負担するものと
する。
　　なお，この場合も上記１．は，それぞれの原稿について適用されるものとする。
４．「千葉大学教育学部研究紀要」投稿細則 １－２による投稿申込書において，投稿者，執筆者を明記する。
５．この要領は平成24年12月１日から施行する。
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